
　経尿道的前立腺水蒸気治療（Water Vapor Energy 
Therapy以下、WAVE治療）は、私のような新米開業医でも
日帰りで対応可能な手技です。2023年3月に開業して間もな
くの時期に、複数の前立腺肥大症（以下、BPH)患者さんから
WAVE治療を受けたいという要望があり、潜在的なニーズを
感じました。近隣の医療機関でWAVE治療を行っている施設
が少なかったことや、欧米諸国では日帰りで施行されている
臨床実績があることも導入の決め手となりました。

　当院では、尿道麻酔と仙骨麻酔に加え静脈麻酔での鎮静下
でWAVE治療を行っています。抗生物質の投与については、
尿培養の結果等により臨機応変に対応していますが、基本は
レボフロキサシン（LVFX）500mgを手術当日から術後3日
間投与しています。
　手術時間は約5分。体位変換等の時間を合わせると約15分
です。外来診療と並行しながら、WAVE治療を実施しています。

質問票：OABSS  IPSS  QOL
検査：尿検査  尿培養  PSA  腹部US  軟性膀胱鏡  UFM
抗凝固薬や抗血小板薬：原則中止
抗菌薬：LVFX 500mg（手術当日～術後3日目）

09：00 来院
尿検査・着替え・手術室移動
〈外来診療を継続〉

09：30 麻酔開始（仙骨麻酔→砕石位→尿道麻酔）
〈外来診療へ戻る〉

10：00 WAVE治療開始（鎮静後）
10：15 WAVE治療終了　体位変換

〈外来診療へ戻る〉
11：00 歩行開始　飲水テスト
12：00 帰宅
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術後

手術当日 ：  電話で状態確認（夕方頃）
術後1日目 ：  膀胱洗浄  カテーテルキャップに変更
術後6-7日目 ： 朝一で尿道カテーテル抜去

   （尿閉症例は術後約1ヵ月）
   午後再診（残尿測定）

8日目以降 ：  2-4週間毎に再診
術後4-5週間 ：  BPH治療薬を中止

当院における麻酔と鎮静方法
仙骨麻酔：1%キシロカイン20ml
尿道麻酔：2%キシロカインゼリー15ml（冷やしたもの）

ペニスクランプ（20分間）
鎮　　静：ミダゾラム1～2mg静脈注射

（前処置の導尿後  治療本番直前）

開業1年目で導入した
日帰りWAVE治療のReal

Rezum Hospital report

術 前 術 後

当 日

WAVE治療のプロトコール

導入背景
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基礎疾患 ：心房細動（抗凝固薬内服）  肺癌
前立腺体積：43ml（中葉肥大あり）
手術時間 ：5分
穿刺回数 ：8回
術前背景 ：BPH治療薬による副作用（動悸、ふらつき等）で内

服治療が継続できず、ご高齢で心房細動や肺癌等
の基礎疾患もありWAVE治療を希望。

基礎疾患 ：心不全  貧血
前立腺体積：38ml（中葉肥大あり）
手術時間 ：6分
穿刺回数 ：5回
術前背景 ：様々なBPH内服治療を継続していたが、下部尿路

症状は徐々に悪化し残尿も増加していたが、高齢
を理由に手術は拒否されていた。侵襲が少なく、日
帰りで可能な治療としてWAVE治療を希望。

術 前 術 後
1ヵ月目

術 後
3ヵ月目

術 後
6ヵ月目

IPSS 31 24 15 15

OABSS 8 12 9 8

QOL 6 4 4 2

残尿（ｍL） 60 31 10 0

術 前 術 後
1ヵ月目

術 後
3ヵ月目

術 後
6ヵ月目

IPSS 30 24 11 8

OABSS 11 10 9 7

QOL 6 4 3 2

残尿（ｍL） 220 50 50 35

［症例1］  70歳代男性 ［症例2］ 90歳代男性

患者フォローとリスク管理

WAVE治療を導入して実感していること

術　前 術　後 術　前 術　後

　術後の出血や感染症等の合併症を最小限に抑えるために、
患者さんへの術後フォローを徹底しています。実際に経験し
た合併症は、37症例中尿閉5例(14%)、血尿5例(14%)、有熱
性尿路感染症1例(3%)でした。いずれも当院の外来治療で対
応しました。

　WAVE治療を導入して感じるのは、患者さんが排尿に関す
る不安から解放され、日常生活を取り戻している点です。
　また、WAVE治療の導入によりクリニックの認知度も向上
し、遠方からも治療を希望して来院される患者さんが増えて
います。WAVE治療は、クリニックのブランディングにも貢献
していると実感しています。

　2023年7月から2024年10月末で37症例のWAVE治療を
実施しました。印象深い2症例のアウトカムについて紹介します。
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• 日本泌尿器科学会指導医
• 日本泌尿器腹腔鏡技術認定医

かみむらクリニック 院長

上村 吉穂 先生

治療経験と症例報告


